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（紹介は２ページです）

『玉ねぎ集出荷施設』
　完成から１年を迎えて
 ～高品質で安定的な供給を目指し～
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特
集

【ご家族紹介】
左から～お父さんの高昇さん(31)、長女の帆香ちゃん(１)、
　　　　お母さんの幸美さん(30)、おばあちゃんの由子さん(62)、
　　　　おじいちゃんの裕之さん(58)
作付内容：玉葱、甜菜で約12㌶

健康にすくすく育ってほしい！
　

10
月
22
日
に
飯
田
家
を
訪
ね
る
と
、
お
父
さ
ん
の

高
昇
さ
ん
に
抱
っ
こ
さ
れ
な
が
ら
迎
え
て
く
れ
た
の

は
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
帆
香
ち
ゃ
ん
。
写
真
撮
影
に
も

ノ
リ
ノ
リ
の
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

帆
香
ち
ゃ
ん
は
昨
年
の
７
月
20
日
に
誕
生
し
て
現

在
は
１
歳
３
か
月
。
歯
も
少
し
ず
つ
生
え
始
め
た
よ

う
で
、
大
き
く
笑
い
立
派
に
生
え
た
白
い
歯
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
「
パ
パ
、
マ
マ
」
の
言
葉
を
覚
え
、

高
昇
さ
ん
に
も
幸
美
さ
ん
に
も
「
パ
パ
」
と
よ
く
呼
ぶ

そ
う
で
す
。
ハ
イ
ハ
イ
や
つ
か
ま
り
立
ち
を
完
璧
に
こ

な
し
、
最
近
で
は
５
～
６
歩
程
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
に
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
と
っ
て
も
大
好
き
で
、
取
材
中
も

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
ボ
ー
ル
を
使
い
、
一
緒
に
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
人
懐
っ
こ
い
帆

香
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
外
や
慣
れ
な
い
場
所
で
は
大
人

し
く
な
る
こ
と
も
。
で
も
、
家
に
帰
れ
ば
元
気
い
っ
ぱ

い
に
家
中
を
遊
び
回
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
帆
香
ち
ゃ
ん
に
裕
之
さ
ん
と
由
子
さ
ん
は

「
お
て
ん
ば
だ
け
れ
ど
、
明
る
く
元
気
な
子
で
、
笑
顔

が
と
っ
て
も
か
わ
い
く
て
癒
さ
れ
ま
す
」
と
嬉
し
そ

う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

高
昇
さ
ん
と
幸
美
さ
ん
は
「
ケ
ガ
な
く
健
康
に
育

っ
て
く
れ
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
で
す
。
今
と
変
わ
ら
ず

明
る
く
元
気
な
子
で
い
て
ほ
し
い
」
と
帆
香
ち
ゃ
ん
に

期
待
を
込
め
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。４
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薫
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○
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紙
紹
介

　「
健
康
に
す
く
す
く

　
　
　
　
育
っ
て
ほ
し
い
！
」
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○
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Ａ
ト
ピ
ッ
ク
ス

６

…
…

…
…

…
…

…

○
ほ
の
ぼ
の
広
場

・
き
た
み
ら
い
青
年
部

・
プ
リ
テ
ィ
ウ
ー
マ
ン
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…
…

…
…

…
…

…
…

○
Ｊ
Ａ
か
ら
の
お
知
ら
せ

12

…
…

…
…

…

○
お
ひ
さ
ま
サ
ラ
ダ
ク
ッ
キ
ン
グ

　「
レ
ン
コ
ン
餠
、

　
　
　 

栗
と
き
の
こ
の
あ
ん
掛
け
」

　「
若
鶏
と
マ
イ
タ
ケ
の

　
　
　
　
　
　 

カ
レ
ー
フ
リ
ッ
ト
」

16

…
…

秋の味覚　
      長いも収穫

　朝晩の冷え込みが厳しくなってき

た10月下旬、きたみらい管内では長

いもの収穫が始まりました。上常呂

地区広郷の酒井秀徳さんの圃場では、

10月25日から本格的に収穫が始まりました。酒井さんは

今年、約30㌃栽培しており、「今年は集中的な雨があま

りなく天候に恵まれ、順調に収穫を迎えている。大き

さ・品質の良いものがとれているので、より多くの人に

食べてもらいたい」と話してくれました。

　今年の長いもまつりは、コロナウイルスの影響により

中止となってしまいましたが、収穫した長いもは選別、

規格ごとに箱詰めされ、市内のスーパーや関東圏に向け

て販売されます。当ＪＡは15戸が約364㌃を作付けし、

約35.3㌧を出荷する予定です。

『
玉
ね
ぎ
集
出
荷
施
設
』

　

  

完
成
か
ら
１
年
を
迎
え
て

 

　
　 

～
高
品
質
で
安
定
的
な

　
　
　
　
　
　
　 
供
給
を
目
指
し
～

▲収獲した長いもを手にする酒井さん
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『
玉
ね
ぎ
集
出
荷
施
設
』完
成
か
ら
１
年
を
迎
え
て

〜
高
品
質
で
安
定
的
な
供
給
を
目
指
し
〜

集集特特

『
玉
ね
ぎ
集
出
荷
施
設
』
完
成

選
果
作
業
ス
タ
ー
ト

以
前
と
の
比
較

今
後
に
向
け
て
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大豆の収穫、順調に進む
　秋も深まり木の葉も色づき始めた10月上旬、き

たみらい管内では大豆の収穫が順調に進みました。

　当ＪＡ留辺蘂地区・温根湯地区・置戸地区の大

豆耕作者28戸が共同で刈り取りを行う、きたみら

い大豆収穫組合では、収穫期の降雨の影響もあり

平年よりも遅い10月15日より収穫がスタートしま

した。

　同組合組合長の庄司正行さんは「圃場の乾燥状

態にムラがあり例年より遅い刈り取りとなった。

▲大豆を刈り取るコンバイン ▲トラックへ積まれる大豆

秋の高温により生育が進まなく小粒傾向ではある

が、収穫は順調に進んでいる」と話してくれまし

た。

　収穫された大豆は、当ＪＡ受入調製施設に運ば

れた後、オホーツク管内女満別町のオホーツクビー

ンズファクトリーで調整し全国へ出荷されます。

　当ＪＡの今年の作付戸数は178戸。面積は約790

㌶で昨年より約30㌶増加し、収穫作業は10月末ま

で行われました。

　オホーツク管内ＪＡきたみらい地域では10月下

旬、各地の牧場でＪＡ職員や牧場従業員などが協

力し、乳牛などの一斉退牧が行われました。

　同ＪＡではこれまで家畜の運搬を民間企業に委

託していましたが、今春４月にホクレントラック

訓子府事業所を設置し、トラック４台を導入した

ことでスムーズな運搬が行われました。

▲牛の耳標を確認している様子 ▲トラックに積み込まれる牛たち

　訓子府町共同利用模範牧場では10月21日と23日

の２日間行われ、５月下旬から入牧した牛は約５

か月間、広大な敷地の中でのびのびと過ごし、新

鮮な牧草を食べて大きく成長。

　各放牧区から１パドックに集められた乳牛を従

業員らが、１頭ずつ耳標で確認し、生産者ごとに

分けて次々にトラックに積み込まれ、約370頭が

各酪農家の元へ帰っていきました。

てん菜収穫、高収量を期待して
～新機械導入、労働時間の削減を目指して～

　きたみらい管内では10月上旬から、てん菜の収穫作業が始

まりました。今年は生育が順調に進み豊作が見込まれるこ

とから、糖業社の操業に合わせ例年より早く収穫が開始さ

れました。

　「上ところビート利用組合」は３戸で組織されており、

高齢化や後継者不足により担い手が減少するなか、規模拡

大に伴う労働力不足を補完するため、高性能作業機を導入

し労働時間の削減を図っています。

　同組合組合長の角田大造さんは15日より、３戸合わせて約

50㌶の収穫作業を開始しました。今年度新しい機械を導入し

たため、収穫、調整を繰り返しながら作業を行っており、

圃場脇に集積されたてん菜は年内に製糖工場へ搬送されま

す。

　角田さんは「今年の収穫は今のところ順調で、量も平年

作になる見込み。このまま順調に進んでほしい」と話して

くれました。

　当ＪＡのてん菜作付面積は約3,400㌶、生産量は約200,000

㌧を見込んでおり、収穫作業は11月上旬まで続く予定です。▲新しく導入した機械で収穫している様子

置戸町特産、健康野菜ヤーコン
～収穫・選別作業順調に終了～ 　きたみらい管内の置戸町では、特産のヤーコンの収

穫・選別作業を例年通りの10月中旬に終えました。町

特産の新しい作物として30年ほど前から栽培が始ま

り、当時は10戸以上の生産者で作付されていました

が、栽培のほとんどを手作業で行うため、面積の維

持・拡大が難しく、現在では２戸の生産者で約53㌃作

付されています。

　同町産のヤーコンは、有機肥料を使用し、無農薬で

栽培しているのが特徴で、収穫してから１ヶ月ほど熟

成させ、オリゴ糖が増加した11月下旬が食べごろにな

ります。

　同町幸岡で43㌃作付している有馬和幸さんは、家族

総出で８日から収穫を始めました。後継者の慎吾さん

は「重労働で手間はかかるが、健康面でとても優れて

おり、無農薬栽培なので安心・安全な面が時代のニー

ズに合っているため、今後も作り続けたい」と意気込

みを語ってくれました。

　今年度の同町での生産量は５㌧を見込んでおり、道

内外の市場に出荷されます。▲ヤーコンを収穫している様子

乳牛、たくましく成長 ～広大な牧場に別れを告げ、一斉退牧～
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春に植えた野菜を園児と一緒に収穫！
～ＪＡきたみらい青年部南支部～ 　ＪＡきたみらい青年部南支部は10月15日、置戸町に

ある「こどもセンターどんぐり」の園児らと部員10人

が春に植えた野菜の収穫体験を行いました。

　収穫体験の前には、同センターの佐久間理事長が

「みなさんじゃがいもは好きですか？」と聞くと、園

児たちは「大好き！」と笑顔いっぱいで答えていまし

た。

　園児たちは土の中から出てくる野菜を一生懸命収

穫しては、嬉しそうに周りの友達や先生に見せていま

した。今年は、同町の特産であるヤーコンの生育が伸

び悩んだものの、収穫できるまで成長し、園児たちは

２人１組になって「せーの！」の合図で力いっぱい収

穫していました。

　同青年部の遠藤泰斗支部長は「青年部での活動が

少ない中で、園児との収穫体験を行うことができてよ

かった。来年度もまた園児たちと楽しく、播種体験

や収穫体験を行いたい」と話してくれました。

　収穫した野菜は、園児たちがそれぞれ家に持ち帰り

ました。▲野菜を収穫する園児

『ＲＵＲＡＬ ＳＴＹＬＥ ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ』開催
～農業をクリエイティブに～

　北見市留辺蘂町の「おんねゆ花え～る根々の丘

公園」で10月10日、『ＲＵＲＡＬ ＳＴＹＬＥ ＣＯ

ＬＬＥＣＴＩＯＮ（ルーラル・スタイル・コレクシ

ョン）』が行われました。

　このイベントは、「るべしべ魅力あるまちづく

り協議会」の会長を務める、温根湯地区の森谷裕

美さんが携わり、「新たなオホーツク文化の創

出」をコンセプトに、日本や世界で活躍する６人

のクリエーターとアパレルメーカーの協力の下、

開催されました。

　当日は東京で

活躍するシェフ

とコーヒープロ

デューサーによ

る白花豆等の地

元食材を使用し

た食事とコーヒ

ーが無料で提供
▲藤井雅彦さんによる
　コーヒーの提供コーナー

▲ラストを飾る
　　ファッションショー

され、長蛇の列を作っていました。また、迫力あ

る和太鼓のパフォーマンスやアイヌ音楽のＬＩＶ

Ｅ、トラクターパフォーマンスが披露され、会場

の熱気が徐々に増し

ていく中、ラストを飾

ったのは作業着のフ

ァッションショー。東

京のアパレルブラン

ド「ユニバーサルオー

バーオール」とコラボ

レーションし、世界で

活躍するメイクアッ

プアーティストＹＯ

ＳＨｉ．Ｔさん監修の

下、次々と織りなさ

れる洗練された演出

と作業着のショーは

来場客の視線を釘付

けにしました。 〈フォトグラファー・MASA HAMANOIさん撮影〉

▲意欲的に説明を聞く参加者

▲機能説明をするメーカー担当者

 きたみらいスマート農業推進協議会は10月12日、農薬散布用

ドローンの実演会を開催し、生産者やＪＡ職員合わせて約40人

が参加しました。

　この実演会は、最新の技術が搭載された農薬散布用ドローン

が今春に販売開始されたことをきっかけに、同協議会会員やＪ

Ａ職員の情報共有を目的として開催されました。

　この日は午前と午後の二部に分け、それぞれ生産者の圃場で

実演。ドローンで圃場の測量を行った後にマッピングを行い、

そのデータをもとにドローンによる散布作業を行いました。従

来の機器と比較すると、１度の充電で散布できる面積やタンク

容量が増えており、マッピングを行った後は自動飛行となるこ

とから労働力の省力化が期待されます。実演会に参加した生産

者は導入に意欲を見せている様子でした。

　また、参加したＪＡ職員は「価格もどんどん安価になってき

ており、導入のハードルは下がっている。労働力の省力化や農

作業安全の観点からも、今後の農作業には重要」と話していま

す。

　同協議会では今後、ＧＰＳガイダンスを中心に利用方法等に

ついて知識習得に向けた活動を行っていく予定となっています。

農作業の省力化に向けて

　きたみらい管内では９月下旬から、ごぼうの収

穫が始まりました。

　北見地区の米森弘さんは、10月27日から約30㌃に

わたって作付けされたごぼうの収穫を始めました。

　トラクターに取り付けた機械で綺麗にごぼうを

掘り起こし、手作業によってあっという間にコン

テナいっぱいに積み込まれていきました。

　今年の収穫にあたり米森さんは、「ごぼうは植

え付け時期が１番の勝負所で、発芽が揃えば収量

も見込める。今年は植え付けのタイミングもよ

く、好天続きであったため質・量ともに良好で順

調な生育となった。季節の変わり目となる今、食

物繊維が豊富で栄養のあるごぼうを沢山食べて、

消費者の皆さんに健康に過ごして頂きたい」と話

してくれました。

　当ＪＡでは現在13戸の農家が約６.６㌶作付け

しており、約32㌧の出荷を見込んでいます。収穫

されたごぼうは11月中旬頃まで、主に道外市場に

出荷される予定です。 ▲収穫作業の様子

ごぼうの収穫順調に

～ドローン実演会を実施～
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農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て

～
制
定
よ
り
73
年
目
の
11
月
19
日
～

　

昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協
同
組
合
法
（
農

協
法
）
が
公
布
さ
れ
、
今
年
で
73
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農
業
者
の
協

同
組
織
の
発
達
を
通
じ
、
「
農
業
生
産
力
の
増

進
」
と
「
農
業
者
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向

上
」
を
図
り
、
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
農
協
法
が
制
定
さ
れ
、
農
協

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の
た
め
の
組

織
」
で
あ
り
、
協
同
組
合
原
則
に
掲
げ
る
「
自

主
・
自
立
」
「
民
主
的
運
営
」
の
基
本
に
立
ち
、

相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
、
幾
多
の
困
難
な
状
況

を
乗
り
越
え
、
組
合
員
の
皆
様
の
営
農
と
生
活
の

安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ウ
イ
ル
ス
が
、
世
界
的
に

感
染
拡
大
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
道
民
に
対
し
北
海
道
農
業
か
ら
行
動
を
起

こ
す
こ
と
で
、
農
業
と
人
、
農
村
と
都
市
、
生
産

者
と
消
費
者
（
生
活
者
）
の
関
係
の
あ
り
方
を
見

つ
め
直
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｃ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
！
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
（
ア
グ
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
）
」
と
題
し
た
取
組
み
を

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
一
丸
と
な
っ
て
行
っ
て

い
ま
す
。

　

「
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
！
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｏ
」
は
、
主
に
次
の
３
つ
を
テ
ー
マ
と
し
た
行

動
で
あ
り
、
ま
ず
一
つ
は
日
頃
、
北
海
道
産
農
畜

産
物
を
食
べ
て
い
た
だ
い
て
い
る
感
謝
を
し
っ
か

り
と
伝
え
る
こ
と
、
次
に
食
料
自
給
率
の
重
要
性

に
関
す
る
理
解
促
進
と
具
体
的
な
行
動
変
容
を
求

め
る
こ
と
、
最
後
に
よ
り
多
く
の
方
に
気
軽
に
農

業
に
接
す
る
機
会
を
増
や
し
て
も
ら
う
（
パ
ラ
レ

ル
ノ
ー
カ
ー
）
た
め
の
国
民
に
向
け
た
情
報
発
信

で
あ
り
、
第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
決
議
い
た

し
ま
し
た
「
北
海
道
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る

『
力
強
い
農
業
』
と
『
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
』

の
実
現
」
と
「
農
業
所
得
の
増
大
と
、
多
様
な
担

い
手
の
確
保
・
育
成
」、「
次
代
に
つ
な
げ
る
協
同

組
合
の
価
値
と
実
践
」
の
一
環
と
し
て
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道

は
、
協
同
組
合
の
理
念
と
精
神
を
事
業
の
拠
り
所

と
し
、
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
が
夢
と
希
望
を

持
っ
て
営
農
と
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
、
地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展
に
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
農
協
法

公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
致
し

ま
す
。

北海道農業協同組合中央会

代表理事会長　小野寺　俊幸

今回は青年部西支部監事の矢田目裕弥さんに登場いただきました。

◆出身、結婚に至るまでは？
　生まれも育ちも訓子府町日出です。私は役場で
働いていて、夫とは当初、お互い顔見知り程度で話
すこともありませんでした。しかし、当時は青年団
活動がとても盛んに行われていて、その活動を通
して夫との距離が一気に縮まり自然と惹かれるよ
うになりました。お付き合いをはじめて１年ほどで
結婚に至り、農家のお嫁さんになりました。
◆ご自身はどんな性格だと思いますか？
　ぼーっとしています（笑）どちらかというと人を
陰で支えるタイプ、穏やかな性格だと自分では思
います。大勢の前で話すのは苦手で、大きな研修会
等での挨拶などは特に緊張してしまいますね。で
も、親しい人とお話しするのはすごく楽しくて好き
です！
♦趣味は？
　趣味はドラマを見たり、野球観戦をすることで
す。野球は子どもが小さい時に、家族でドーム観戦
に行ったこともあります。また、女性部とは別に地
区の班で３年に１度お金を積み立てて旅行に行っ
ています。今まで九州や栃木、金沢などへ行きまし
た。今年は念願の３年目の年でしたが、新型コロナ
ウイルスの影響で中止となりました。また旅行に行
ける日が来ることを楽しみにしています。
♦組織活動の魅力は？
　女性部は交流の場がとても広がります！日常の
仕事から解放されて、全力で楽しめることが魅力
です。
　女性部訓子府支部で毎年６月に行っている運動
会は、赤白チームに分かれ、ユニークな競技で争い
皆さん大盛り上がりです。また、部員の皆さんと一
緒に様々な研修や視察に行ける機会があること
は、組織活動ならではの楽しみではないでしょう
か。未加入者やフレミズの方が参加できる活動も
ありますので、是非気軽にご参加ください。

「組織活動はとにかく楽しい！」

訓子府地区・北栄

南　まゆみさん（58歳）

　今回は女性部訓子府支部の南支部長に登場いただ

きました。

相内地区・豊田

矢田目　裕弥さん（27歳）

ゆう や

●最近、ハマっていること
　　子どもと「鬼滅の刃」の映画を見に行き、ハマりました！

　（笑）

●農業を選んだ理由
　　長男ということもあり、幼いころから畑に出る機会が多く、 

　次第に農業の魅力に惹かれて就農を決意しました。

●農業にかける思い
　　消費者の方たちに美味しいと言ってもらえる作物を作り、

　安心安全なものを提供できればと思います。そのために、試

　行錯誤を繰り返し、高品質な作物を生産できるよう努力をし

　ていきたいです。

●青年部の魅力
　　人とのつながりが多く、同年代の人たちと仕事の話や仕事

　以外の話など、たくさん交流を図れることが青年部の魅力だ

　と思います。

青年部の魅力は同年代と
交流できること！
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　11月１日より、就業時間が次の通り変更されてい
ますので、お知らせ致します。

（令和２年11月１日～令和３年３月31日）

営業時間変更のお知らせ第９回 理事会報告
　10月29日、午前９時00分より第９回定例理事会が開催
され、報告事項15件、決議事項７件が協議され、原案通
り承認されました。
　【報告事項】
①令和２年度期中監査実施報告書について
②内部監査（個人情報保護・情報セキュリティ対策）報
　告について
③組合員状況報告について
④財務状況報告について
⑤玉ねぎ加工処理施設の入札結果について
⑥マネー・ローンダリングガイドラインに基づくギャッ
　プ分析等の追加報告について
⑦不祥事未然防止に向けたＪＡ自主点検の結果報告につ
　いて
⑧作況調査（10月15日）報告について
⑨Ｒ２年産もち米生産見込みについて
⑩Ｒ２年産共計豆類の仮渡金について
⑪Ｒ２年産馬鈴しょ・玉ねぎの選果販売状況について
⑫生乳生産状況及び個体取引価格状況について
⑬高収益作物次期作支援交付金運用の見直しについて
⑭新エネルギーを活用した地域との共生ビジョンについ
　て
⑮重要病害虫について
　【決議事項】
①出資減口について
②固定資産の取得及び処分について
③規程類の改正について
④理事に対する資金の貸付について
⑤Ｒ２年産野菜生産出荷安定法に基づく指定野菜価格安
　定事業実施細則の変更について
⑥Ｒ３年産共計玉ねぎ・馬鈴しょ取扱要領の設定につい
　て（早出し取扱細則）
⑦Ｒ２年産農産物に伴う理事との買取品に係る取扱基準
　の設定について

　ＪＡきたみらい訓子府支店で10月21日、北見警察署
の協力を得て防犯模擬訓練を行いました。職員21人が
参加した訓練では、強盗犯が押し入ったという想定で
現金を要求、警察が来てから犯人の特徴、服装などの
聞き取りを実施。本番さながらに対応し防犯意識を高
めました。
　北見警察署の吐師警部補は、「今回は模擬訓練なの
で、事前に役割分担や手順が分かった状態で行った。
実際に強盗事件があったときは事前の準備が大切。今
日の訓練を思い出して、対応をお願いしたい」と話し
てくれました。

▲真剣な表情で訓練に取り組む訓子府支店の職員

強盗を想定した模擬訓練を実施

認知症を支える①  家族が認知症かもしれないと思ったとき

お問い合わせ：担い手グループ　24－2145（榎本・辻本・長谷川）

給油所

センター・地区事務所

資材店舗

整備工場

事 務 所
金 融 窓 口

（ＡＴＭ）
共済窓口業務

営　業　時　間
土曜日平日 日曜日 祝祭日

備　　　考

9:00～12:009:00～17:00 休み 休み 第２・第４土曜日休業
休み9:00～15:00 休み 休み

9:00～14:009:00～18:00 休み 休み
休み9:00～15:00 休み 休み

生産資材拠点店舗

営　業　時　間
土曜日平日 日曜日 祝祭日

備　　　考

9:00～12:009:00～17:00 休み 休み

第２・第４土曜日休業
休み9:00～17:00 休み 休み

9:00～12:009:00～17:00 休み 休み
温 根 湯
置 戸

平日 土曜日 日曜日 祝祭日
8:00～19:00北見中の島セルフ

休み温 根 湯
休み留 辺 蘂

置 戸
訓子府セルフ
相内セルフ

休み上 常 呂
端野セルフ

8:30～18:00
8:30～18:00
8:30～18:00
8:00～19:00
8:00～19:00
8:30～18:00
8:00～19:00

営　業　時　間

8:30～17:00
8:30～17:00

8:30～17:00

8:00～18:00

8:30～17:00
8:00～18:00
8:00～18:00

8:00～18:00

備　　　考

平日 土曜日 日曜日 祝祭日
訓 子 府

営　業　時　間
備　　　考

休み 休み9:00～17:00 9:00～12:00

9:00～12:009:00～17:00 休み 休み端 野 第２・第４土曜日休業

第２・第４土曜日休業9:00～12:009:00～17:00 休み 休み北 見

休み端 野 休み9:00～17:00 9:00～12:00 第２・第４土曜日休業

は　し



　　　くなってきました。学校
　　　に歩いていくの「いやだ
　　　なぁー」と思います。

　　　年よりも収穫作業が早く終わり、紅葉の移り変
　　　わりを楽しむ心のゆとりがあるのが嬉しいです。
　　　窓ガラスの掃除しなくちゃ！

（留辺蘂地区　坂下　恭梧さん）

1415

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

10月号まちがいさがしの当選者

応 募 方 法

　10月号のまちがいさがしの答えは「４、６、８、９、11」
でした。正解者40名の中から抽選の結果、当選者は次の
方 で々す。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「玉葱ポン酢」と
「芳醇　玉葱醤油」をプレゼント致します。

（　　　）内は地区名

・田中　仁美さま（北　見）・安斉　大夢さま（北　見）
・中嶋　　賢さま（北　見）・丹羽　美和さま（端　野）
・伊藤ユキ子さま（上常呂）・合田まゆみさま（上常呂）
・澤山　亜紀さま（留辺蘂）・小野奈々子さま（訓子府）
・小池エミ子さま（訓子府）・久保百合子さま（訓子府） 　答えが解った人は、別紙の応募用紙に答え（番

号）と広報誌へのご意見・ご感想を記入してＦＡＸ
でご応募下さい。
　抽選で10名の方に、ＪＡきたみらいの「大正金
時と鶏肉のキーマカレー」と「玉ねぎとチーズが溶
け込んだポークカレー」をプレゼント致します。

（北見地区　鈴木　昌子さん）

天

　青々しい木々も気づけばすっかり秋模様になっています

ね。そして気づけばあと２カ月で１年が終わります…。今

から早めの大掃除を進めるのもいいかもしれません。

（上常呂地区　合田　まゆみさん）

　　　年も無事故で収穫期を乗り越えました。
　　　よかったぁ。

昨 寒

　秋の作物は本当に魅力的で、ついついお店で手に取って

しまいます。

　竹馬の友と美味しいものを食べながら語らう秋もいいで

すね。お見事なコメントありがとうございました！

　特に風が強い日は、家から出た途

端に家に戻りたくなりますよね。

　でも、学校ではお友達と美味しい給食が待っています！

頑張って登校しましょう！

今

　　　　収穫作業お疲れ様でした！昨年同様、今年も収穫

　　　時期の農作業事故件数は高く推移しました。農作業

　　　も落ち着いた頃ですが、引き続き農作業安全を意識

　　　　　　　　　　　　　　　　　　していきましょう。

（訓子府地区　伊藤　拓さん）

　　　高く人馬肥える秋です。馬が合う仲間と美味し
　　　いものを食べに行きたいですね。
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和２年10月20日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,625人

6,159人

945戸

110,767百万円

19,672百万円

4,813百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

若鶏とマイタケのカレーフリットレンコン餠、栗ときのこのあん掛け

❶鶏もも肉は細く切り、ボールに入れ混ぜ合
わせた漬け地（Ａ）に10分漬ける。マイタ
ケは一口大にばらしておく。

❷フリット衣の材料（Ｂ）を混ぜ合わせ、①
を入れて衣をまぶし、180度の油できつね
色に揚げ軽く塩を振る。

❸器に②を盛り付け、合わせたポン酢だれ
（Ｃ）を回し掛け、お好みのハーブ（材料
外）を飾って出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（2人分）◆

・令和２年も早いもので残り２ヶ月を切りました。皆さんにとって今年１年、
　どんな年でしたか？今年は何といっても「コロナウイルス」による影響が大
　きかったですね。世界各地で猛威を振るっているコロナウイルスの影響によ
　り、色々な組織で予定していた活動やイベントが自粛されるなど、例を見な
　い年だったと思います。引き続き、「新しい生活様式」に準じた感染症対策
　の予防に努めましょう。
・さて、朝晩の気温もグッと低くなったことで、体調を崩しやすい季節となり
　ました。今年は特に、コロナウイルスとインフルエンザの両方を予防するな
　ど体調管理には十分気を付けましょう。　　　　　　　　　（大石　友和）

❶レンコンを粗めにすりおろし、片栗粉と混
ぜ合わせ耳たぶほどの硬さにし一口大に丸
め、180度のサラダ油できつね色になるま
で揚げる。

❷鍋にあん掛けの材料と食べやすい大きさに
カットしたシイタケ、マッシュルームを入
れ火にかけ、火が通ったら水溶き片栗粉を
回し入れあんを作る。

❸器に①と栗を盛り付け、②を上から回し掛
け、おろしショウガをのせ、ミツバを散ら
して出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（2人分）◆
レンコン……………300ｇ
片栗粉……………大さじ２
栗（蒸した物）………６個
シイタケ………………２個
マッシュルーム………２個
ミツバ…………………適宜
おろしショウガ…小さじ１
サラダ油………………適宜
水溶き片栗粉……大さじ１

〈あん掛け〉
　　かつおだし
　　　………3/4カップ
　　みりん
　　　…大さじ１と1/2
　　薄口しょうゆ
　　　…大さじ１と1/2

…………………………………1/2枚
……………………………………50ｇ
……………………………………適宜

……………………………………………適宜

鶏もも肉
マイタケ
サラダ油
塩

　
………………100ｇ
………………120ｇ

　
……………大さじ２

………大さじ２
…大さじ１

　
……………大さじ１
……………大さじ１

…小さじ１
…小さじ１

…………小さじ１

（A）鶏肉の漬け地
　　料理酒
　　みりん
　　おろしショウガ
　　おろしニンニク
　　カレー粉

（B）フリット衣
　　小麦粉
　　ビール
（C）ポン酢だれ
　　ポン酢
　　オリーブ油
　　ダイコンおろし


